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議員派遣結果報告書 

 

 令和６年第４回定例会及び令和７年第３回定例会、第４回定例会において議決された議

員派遣について、次のとおり実施したので、その結果を報告する。 

 

令和８年２月２４日  

 

 上富良野町議会議長 中 澤 良 隆 様 

 

議会運営委員会       

委員長 荒 生 博 一  

 

記 

 

件名１ 富良野沿線市町村議会議員研修会 

（１）研修の経過 

   本町議会は、令和７年 12 月 15 日に富良野市で開催された富良野沿線市町村議会議

長会主催の議員研修会に 11人が参加した。 

（２）研修の結果 

   旭川開発建設部の出前講座として、道路計画課の課長補佐 木村 力氏を招き、「旭川

開発建設部の道路事業」と題した講演を拝聴した。 

   道路事業のあゆみとして、第９期北海道総合開発計画に基づく道路政策の推進状況、

旭川開発建設部が所管する各種道路事業の進捗状況等について説明を受けた。 

   特に富良野地域の懸案事業である、国道 237 号に係る橋梁架替の他、旭川十勝道路

に関する丁寧な説明を受け、現在までの進捗状況に合わせて、開通したことによる整

備効果や今後の計画等の詳細を知る機会となり大変参考となった。また、道路の維持

管理や災害対応、第１次国土強靭化実施中期計画に関わる上下水道整備等の予算確保、

各種ソフト事業の取組を知る機会となり、富良野地域における旭川開発建設部の道路

行政の重要性を再確認した。 

 

件名２ 令和７年度第２回議会懇談会 

（１）開催の目的 

   議会は、上富良野町自治基本条例第10条、第11条及び第12条の規定に基づき、町民の

意思を町政に反映させることが責務となっている。そのため町民の方々と直接懇談し、

町づくり・行政課題等について懇談を行った。 

（２）開催日 

   令和７年12月19日(金) １日間 

（３）会 場 

   上富良野消防庁舎大会議室 

（４）対象団体及び参加人数 

   猟友会富良野支部上富良野部会 12人 

（５）出席議員数 12人 

（６）懇談内容 

   「鳥獣被害対策について」等をテーマに、参加者の方々から、活動の現状や課題に

ついて意見をいただいた。意見は道内でも大きな課題になっているヒグマやエゾシカ、



２ 

アライグマ等の鳥獣被害対策に関わるうえでの現状と課題であり、今後の議会活動、

議員活動の中で反映させることとし大いに参考となった。また、その主な要望意見に

ついては令和７年12月29日に上富良野町長へ提出した。 

 

件名３ 令和７年度第３回議会懇談会 

（１）開催の目的 

   議会は、上富良野町自治基本条例第 10条、第 11条及び第 12条の規定に基づき、町

民の意思を町政に反映させることが責務となっている。そのため町民の方々と直接懇

談し、議会の報告や行政課題等について懇談を行った。 

（２）開催日 

   令和８年２月２日(月) １日間 

（３）会 場 

   ・東中会館 ・草分防災センター ・保健福祉総合センターかみん 

（４）参加人数 81人 

   （東中会館 47人、草分防災センター14人、保健福祉総合センターかみん 20人） 

（５）出席議員数 13人 

（６）懇談内容 

   「防災対策について」「これからの高齢者支援について」等をテーマとして、３会場

で開催し、多くの方に参加いただき意見が寄せられ、議員との懇談が図られた。 

   防災対策及び高齢者支援等に関して、住民生活における現状や課題への意見を直接

聞くことができ、また様々な提言等をいただき、今後の議会活動、議員活動の中で反

映させることとし、大いに参考となった。 

 

件名４ 上富良野町議会における災害発生時の対応要領に基づく訓練活動 

（１）訓練の経過 

   令和８年２月17日、令和７年度十勝岳噴火総合防災訓練実施に伴い、上富良野町議

会災害対策支援本部としての情報伝達訓練を実施した。 

（２）訓練の結果 

 ア 情報伝達訓練 

   町災害対策本部設置に伴い議会議員の情報伝達訓練を実施した。15時56分に事務局

から議会議員の携帯電話へメッセージアプリによる情報伝達を行い、所在確認及び今

後の動向等について報告をしてもらい訓練終了とした。 

 イ まとめ 

   町議会としては、議員個々の携帯電話へのメッセージアプリによる情報発信が一斉

に行われ情報伝達の迅速化が図られた。また、議員個々の所在確認等の情報を確認す

ることができ訓練の目的を果たすことができた。 

   今後、さらに「上富良野町議会における災害発生時の対応要領」に基づく災害対応

を的確に行うため、いつ発生するか分からない災害に備えていく。 

 


